COILPAIR
技術
COILPAIRは、軽量スプリングシステムに本物のコイル感度を生み出し、小さなバンプ感度を実現します。

COILPAIR 
最初の30 mmのトラベルで、小さなコイルスプリングがエアスプリングと連携します。コイルスプリングの出発抵抗はゼロであるため、エアスプリングのピストンが動き始める前に圧縮します。スプリングユニットは、スプリングコネクタを介して、フォークの下部ユニットに接続されています。スプリングコネクタは基本的に、コイルスプリングとガイドブッシュで構成されます。
スプリングコネクタのスチール製スプリングは、エアスプリングユニットに伝達される前にわずかな衝撃を吸収します。エアスプリングユニットとスライディングシールはスチール製スプリングよりも反応が鈍いため、軽微な凹凸はスプリングコネクタのスチール製スプリングによって吸収され、シールの静止摩擦を克服する必要もありません。大きな衝撃の発生時、または下部ユニットに継続的に力がかかると、スプリングコネクタのスチール製スプリングは、力が直接スプリングユニットに伝達されるまで圧縮されます。フォークが解放され、再び負荷がかかると、サイクルが新たに始まります。
